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10月31日、佐藤キクさんが100歳の誕生日
を迎えました。（関連記事は８㌻）

笑
顔
重
ね
た

百
年
の
歳
月

主
な
内
容

●  ジオパークから学ぶ大地の成り立ち ������ ２㌻
●  田野畑村総合防災訓練 ������������ ４㌻
●  田野畑村芸能フェスティバル ��������� ５㌻
●  村の話題 ������������������ ６㌻
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ジオパークから学ぶ
大地の成り立ち

日
本
一
広
大
な
ジ
オ
パ
ー
ク

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

　

平
成
25
年
９
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

と
し
て
認
定
さ
れ
た
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー

ク
。
青
森
県
八
戸
市
か
ら
岩
手
県
の
沿

岸
を
縦
断
し
て
宮
城
県
気
仙
沼
市
ま
で

の
三
陸
沿
岸
16
市
町
村
が
エ
リ
ア
。
南

北
約
２
２
０
㌔
㍍
、
東
西
約
80
㌔
㍍
、

そ
の
海
岸
線
は
約
３
０
０
㌔
㍍
に
及
ぶ

日
本
一
広
大
な
ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。

　

29
年
12
月
22
日
に
行
わ
れ
た
、
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
で
三
陸
ジ
オ
パ
ー

ク
は
、
２
年
間
の
条
件
付
き
で
再
認
定

と
な
り
、
31
年
の
秋
に
再
審
査
を
控
え

て
い
ま
す
。
条
件
付
き
再
認
定
の
理
由

は
、「
運
営
体
制
が
弱
く
、
活
動
の
目

的
が
住
民
と
共
有
さ
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　

村
は
６
月
19
日
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

の
魅
力
を
村
内
外
へ
発
信
し
て
い
く
た

め
の
体
制
強
化
を
目
的
に
、
村
三
陸
ジ

オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会（
石
原
弘
会
長
）

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
で
は
▼
小
学
生
向
け
の
ジ

オ
パ
ー
ク
授
業
▼
村
民
向
け
ジ
オ
パ
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
▼
三
陸
ジ
オ
パ
ー

ク
の
人
材
（
ガ
イ
ド
）
の
育
成
▼
情
報

発
信
の
強
化
―
な
ど
に
取
り
組
み
、
近

隣
市
町
村
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
三

陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

児
童
・
生
徒
が
ジ
オ
パ
ー
ク
か
ら

大
地
の
成
り
立
ち
を
学
ぶ

　

村
が
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
普
及
活
動

を
行
う
中
、
田
野
畑
小
（
野
中
光み
つ

男お

校

長
・
児
童
１
５
８
人
）
と
田
野
畑
中
（
石

川
健け
ん

校
長
・
生
徒
73
人
）
で
は
、
三
陸

ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

田
野
畑
小
の
６
年
生
は
11
月
５
日

に
、
露
頭
観
察
を
行
い
ま
し
た
。
平
井

賀
漁
港
や
ハ
イ
ペ
海
岸
を
三
陸
ジ
オ

パ
ー
ク
認
定
ガ
イ
ド
の
斎
藤
修お
さ
むさ

ん

（
68
）
＝
田
野
畑
＝
の
案
内
で
見
学
。

斎
藤
さ
ん
の
説
明
に
真
剣
な
表
情
で
耳

を
傾
け
な
が
ら
、
地
層
や
化
石
を
ス

ケ
ッ
チ
し
た
り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で

撮
影
し
た
り
し
て
、
地
層
が
水
の
働
き

で
で
き
た
も
の
か
、
火
山
の
働
き
で
で

き
た
も
の
か
を
考
え
ま
し
た
。

　

田
野
畑
中
１
年
の
露
頭
観
察
は
11
月

６
日
に
行
わ
れ
、
平
井
賀
漁
港
や
ハ
イ

ペ
海
岸
、
島
越
の
観
光
船
発
着
所
前
な

ど
で
地
層
を
見
学
。
11
月
14
日
に
田
野

畑
中
な
ど
で
行
わ
れ
た
、
小
中
連
携
学

校
公
開
研
究
会
で
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
協
議
会
の
推
進
員
ら
の
前
で
、
露

頭
観
察
の
内
容
を
基
に
、
地
層
が
ど
こ

で
で
き
た
も
の
か
を
考
え
、
大
地
の
歴

史
を
探
り
ま
し
た
。

　

田
野
畑
小
と
田
野
畑
中
で
理
科
の
授

業
を
受
け
持
つ
、
滝
川
加か

奈な

子こ

教
諭
は

　ジオパークとは、「地球や大地
（ジオ）」と「公園（パーク」とを
組み合わせた言葉。「大地の公園」
を意味し、地球を学び、楽しむこ
とができる場所です。
　ジオパークでは、見どころとな
る場所を「ジオサイト」に指定し
て、教育やジオツアーなどの観光
活動などに活かし、地域を元気に
する活動や、そこに住む人たちに
地域の素晴らしさを知ってもらう
活動を行います。

ジオパークってなに？

ホテル羅賀荘前のひらなめ海岸。水中に続く地層を見ることができる

三上 煌
こう

陽
よう

くん
田野畑小６年

　教科書での勉強だけ
では分かりにくいこと
も、実際に見て触って、
とても勉強になりまし
た。とても貴重な経験
ができて、改めて田野
畑村の大地の歴史はす
ごいと感じました。

　平井賀漁港では、地
層を間近で見ることが
でき、ハイペ海岸には、
田野畑村にアンモナイ
トの化石があることを
初めて知りました。こ
の環境を大切にしてい
きたいと思いました。

「
田
野
畑
村
は
、
北
山
崎
や
鵜
の
巣
断

崖
、
白
亜
紀
の
地
層
な
ど
、
大
地
の
成

り
立
ち
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
実
際
に
見
て
触
っ
て
学
習
で
き

る
環
境
は
、
他
で
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
ジ
オ
パ
ー
ク
で
の
学
習
を
と
お
し

て
、
子
ど
も
た
ち
が
田
野
畑
村
の
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
活
用
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Interview　～ジオパークでの学習で感じたこと～

高橋 彩
いろ

華
は

さん
田野畑中１年

①＿津波石の大きさに驚く児
童（ハイペ海岸）／②＿津波
石をタブレット端末で撮影す
る生徒（羅賀ふれあい公園）
／③＿地層などの見学をする
生徒（平井賀漁港）／④＿化
石などを真剣な表情でスケッ
チする児童（ハイペ海岸）／
⑤実験で地層のでき方を学ぶ

●❶

●❷

●❸

●❹●❺
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村
の
芸
能
団
体
な
ど
が
一
堂
に
会
し

て
、
日
ご
ろ
の
活
動
や
練
習
の
成
果
を

発
表
す
る
、
田
野
畑
村
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
村
芸
術
文
化
協
会
主
催
）

が
11
月
４
日
、
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
約
２
０
０
人
が
歌
や
踊
り
、
伝

統
芸
能
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
田
野
畑
中
の
特

設
太
鼓
部
「
一
揆
太
鼓
」。
力
強
い
演

奏
で
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

若
鶴
会
と
若
柳
流
寿
慧
会
は
、
あ
で

や
か
な
着
物
姿
で
、
美
し
い
舞
い
。
伝

統
芸
能
で
は
、
菅
窪
鹿
踊
と
甲
地
鹿
踊

り
、
大
宮
神
楽
が
長
く
受
け
継
い
で
き

た
伝
統
の
舞
い
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、
各
地
区
で
取
り
組
ん
で

い
る
▼
甲
地
剣
舞
▼
菅
窪
鹿
踊
▼
弥
五

兵
衛
太
鼓
▼
大
宮
神
楽
―
の
練
習
の
成

果
を
発
表
。
大
人
顔
負
け
の
ス
テ
ー
ジ

に
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
演
目
は
、
岩
手
県
高
校
総
合

文
化
祭
の
郷
土
芸
能
発
表
会
で
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
、
北
上
翔
南
高
校
鬼
剣

舞
部
が
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
を
披
露
。

会
場
は
大
き
な
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

会場にきれいな歌声を響かせたしゃくなげ合唱団

　

村
は
11
月
10
日
、
村
総
合
防
災
訓
練

を
ア
ズ
ビ
ィ
ホ
ー
ル
周
辺
な
ど
で
行
い

ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
住
民
や
村
消
防
団
（
上

村
繁し
げ

幸ゆ
き

団
長
）、
関
係
機
関
な
ど
約

５
５
０
人
が
参
加
。
津
波
避
難
や
避
難

所
運
営
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
避
難
所

炊
き
出
し
、
初
期
消
火
、
土
の
う
積
み

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
と
お
し
て
、

災
害
時
の
行
動
や
備
え
の
大
切
さ
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
訓
練
は
、
岩
手
県
総
合
防

災
訓
練
と
合
同
開
催
。
達
増
拓
也
岩
手

県
知
事
が
、
村
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
た
村
中
央
防
災
セ
ン
タ
ー
で
初
動
対

応
訓
練
の
様
子
を
確
認
し
ま
し
た
。　

　

達
増
知
事
は
「
消
防
団
や
関
係
機
関

と
連
携
し
、
力
強
い
訓
練
を
し
て
い
て
、

と
て
も
心
強
く
思
う
。
こ
の
防
災
訓
練

が
多
く
の
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
や
、

減
災
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

を
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
『
午
前
８
時
30
分
、
三
陸
沖
を
震
源

と
す
る
非
常
に
強
い
地
震
が
発
生
し
、

３
分
後
、
岩
手
県
沿
岸
に
対
し
て
大
津

波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
』
と
い
う
想
定

で
行
わ
れ
た
津
波
避
難
訓
練
。
８
時
33

分
の
大
津
波
警
報
を
知
ら
せ
る
防
災
無

線
と
と
も
に
、
沿
岸
地
区
の
住
民
や
消

防
団
員
な
ど
約
３
０
０
人
が
避
難
場
所

ま
で
の
経
路
の
確
認
や
避
難
誘
導
を
行

い
ま
し
た
。　

田野畑村総合防災訓練

災害時の行動を確認

田野畑村芸能フェスティバル

２年に一度の芸能の祭典

力強い舞いを披露した甲地鹿踊り オープニングを飾った田中一揆太鼓

消防団員が行った土のう積み訓練

段ボールを使ってベットを作る避難所シミュレーション訓練

避難所炊き出し訓練を行う村赤十字奉仕団ら

中央防災センターで島の沢水門の遠隔操作をする消防団員

津波監視カメラを操作する達増拓也岩手県知事

若鶴会の美しい舞い

北上翔南高校の鬼剣舞



ヤマブドウの枝の切り方を学ぶヤマブドウ生産組合の組合員

　田野畑村ヤマブドウ生産組合（佐々木弘
ひろ

見
み

組合長）では11月15日、菅窪の泉山茂
しげ

隆
たか

さんの農地で、ヤマブドウの剪
せん

定
てい

講習会を
行いました。
　参加したのはヤマブドウ生産組合員ら８

人。参加者は宮古農業改良普及センターの
普及員から指導を受け、正しい枝の切り方
などを学びました。
　佐々木組合長は「これから研修を重ね、
良い品質のヤマブドウを作って、販路を拡
大していきたい」と意気込んでいました。

ヤマブドウの枝の切り方学ぶ

Tanohata　Topics 村の 話題

石原弘村長に目録を手渡すアサヒグループホールディングス浅山貴子CSR部マネジャー

　アサヒグループが実施するコミュニティ
助成事業の助成金目録贈呈式が10月31日、
村役場で行われ、アサヒグループホール
ディングスの浅山貴

たか

子
こ

ＣＳＲ部マネジャー
から石原弘村長に目録が手渡されました。
　この事業は、東日本大震災で被災した市
町村での、郷土芸能の保存、発展を目的と
する活動に対して助成するものです。
　村芸術文化協会（下坂弘

ひろ

次
つぐ

会長）と菅窪
鹿踊保存会（小野敏

とし

勝
かつ

会長）が助成を受け、
衣装などを整備しました。

郷土芸能の保存・発展を応援

馬にニンジンをあげて笑顔を見せる小野寺稔さん

　ＮＰＯ法人乗馬とアニマルセラピーを考
える会では11月16日、沿岸被災地域支援な
どのための馬とのふれいあい訪問を実施。
馬っこパーク・いわてからポニー２頭が、
特別養護老人ホームリアス倶楽部と若桐保
育園を訪れました。
　リアス倶楽部では、入所者がポニーにニ
ンジンをあげたり、馬車に乗って馬とのふ
れあいを楽しみました。小野寺稔

みのる

さん（92）
は「とても晴れ晴れとした気分になった。
また来てほしい」と笑顔を見せていました。

老人ホームで馬とのふれあい

地域おこし協力隊員の高浜大介さんと妻の菜奈子さん、長女の馨子ちゃん

　11月12日、村の地域おこし協力隊員に高
浜大
だい

介
すけ

さん（38）が就任しました。村の地
域おこし協力隊員は高浜さんで６人目。政
策推進課で暮らしやすい村のグランドデザ
イン構想などの地域創生の推進に関する業
務を行います。
　高浜さんは、千葉県の佐倉市から妻の菜

な

奈
な

子
こ

さん（26）と長女の馨
かおる

子
こ

ちゃん（11カ
月）の３人で田野畑村に移住。「まずは地
域を知ることから始めていきたい」と意気
込みを語りました。

地域おこし協力隊に高浜さん

ガイドの説明を聞きながら甲地地区を歩く参加者の皆さん

　晩秋の里山・渓流ウオーキング（体験
村・たのはたネットワーク主催）が11月３

日、甲地地区で開かれ、参加者はのどかな
里山の風景を楽しみました。
　イベントには盛岡市や久慈市、岩泉町な
どから10人が参加。ガイドの佐々木芳

よし

利
とし

さ
んの案内で甲地地区を歩きながら、紅葉に
染まる里山の景色を楽しみました。大沢洋

よう

子
こ

さん（75）＝久慈市＝は「とてもきれい
な景色で、時間を忘れて楽しむことができ
た」と笑顔を見せていました。

秋の甲地地区をウオーキング
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生徒の前で花への思いを語る菊地大社長

　田野畑中（石川健
けん

校長、生徒73人）では
11月19日、会社や事業所の経営者を講師に
迎え、村の魅力発見学習を行いました。
　講師は㈱花兵衛本店の菊地大

だい

社長と障が
い者福祉事業所ハックの家の竹下敦

あつ

子
こ

施設
長。自身の起業や会社経営の経験を基に、
村の魅力を伝えました。菊地社長は「いろ
いろなことに興味を持ち、挑戦して、得意
な事を見つけてほしい」。竹下施設長は「田
舎だからできることがある。村で挑戦して
ほしい」とそれぞれエールを送りました。

田中生が経営者から魅力学ぶ



保健だより 健康福祉課 ( ☎ 33-3102)

食改さんの減塩レシピ
Low-salt recipes

●材料（２人分）
モヤシ　　 　　　　140㌘
ニラ　　　　　　　　20㌘
ポン酢しょうゆ　小さじ１

梅干し　　　　　小さじ½��
かつお節　　　　　　３㌘
白いりごま　　　小さじ１

●作り方
① モヤシはヒゲを取って茹でて水
気をしっかり切る
② ニラは３～４㌢に切って、さっ
と茹でて水気をしっかり切る
③ 粗熱のとれた、モヤシとニラを
ボウルに入れて混ぜ、「Ａ」で調
味し、ごまを振る

食生活改善推進員から一言…梅干しの塩分やかつお節のうまみ、ごまのコ
クを利用することで、少ない調味料でもおいしく食べられる一品。

モヤシとニラの梅おかかポン酢

※エネルギー25㌔㌍、塩分0.6㌘（１人分）

○
感
染
し
た
と
き
の
症
状

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
胃

腸
炎
や
食
中
毒
に
感
染
す
る
と
、
吐

き
気
や
嘔お
う

吐と

、
下
痢
、
腹
痛
、
軽
度

な
発
熱
が
１
〜
２
日
続
き
ま
す
。　

　

し
か
し
、
感
染
し
て
も
発
症
し
な

い
場
合
や
、
軽
い
風
邪
の
よ
う
な
症

状
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児
や

高
齢
者
は
、
脱
水
症
状
を
お
こ
し
て

重
症
化
し
た
り
、
嘔
吐
物
を
誤
っ
て

気
道
に
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

○
感
染
経
路

① 

人
か
ら
人
へ
の
感
染
…
感
染
者
の

嘔
吐
物
や
便
の
中
に
は
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ウ
イ

ル
ス
が
手
な
ど
に
つ
い
て
口
か
ら

感
染
す
る
場
合
や
、
飛
沫
か
ら
感

染
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

② 

食
品
か
ら
人
へ
の
感
染
…
生
や
加

熱
が
不
十
分
な
カ
キ
な
ど
の
二
枚

貝
を
食
べ
る
こ
と
で
、
感
染
し
ま

す
。
ま
た
、
調
理
す
る
人
が
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て
、
そ

の
人
か
ら
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
食

品
に
つ
き
、
そ
れ
を
食
べ
て
感
染

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

① 

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
中
心
部

ま
で
十
分
に
加
熱
（
85
〜
90
℃
で

90
秒
以
上
）
し
て
か
ら
食
べ
ま

し
ょ
う
。
湯
通
し
程
度
の
不
十
分

な
加
熱
で
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力

は
失
わ
れ
ま
せ
ん

② 

野
菜
・
果
物
な
ど
の
生
鮮
食
品
は

十
分
に
洗
浄
し
ま
し
ょ
う

③ 

ト
イ
レ
の
後
は
、
し
っ
か
り
手
を

洗
い
ま
し
ょ
う

○
感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

　　

患
者
の
嘔
吐
物
や
便
を
処
理
す
る

と
き
に
は
、
使
い
捨
て
の
エ
プ
ロ
ン

と
マ
ス
ク
、
手
袋
を
着
用
し
、
汚
物

中
の
ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
散
ら
な
い
よ

う
に
、
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
で
静

か
に
拭
き
取
り
ま
す
。

　

拭
き
取
っ
た
後
は
、
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
消
毒
液
（
※
１
）
で
浸

し
た
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
か
布
で
床
を

拭
き
取
り
、
水
拭
き
し
ま
す
。

　

お
む
つ
や
拭
き
取
り
に
使
用
し
た

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
は
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
密
閉
し
て
廃
棄
し
ま
す
。
こ

の
際
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
廃
棄
物
が
十

分
に
浸
る
量
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
消
毒
液
（
※
２
）
を
入
れ
る
と

効
果
的
で
す
。

　

ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
す

る
と
空
気
中
に
漂
い
、
口
か
ら
感
染

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
嘔
吐
物
や

便
は
乾
燥
し
な
い
う
ち
に
速
や
か
に

処
理
し
、
十
分
に
換
気
を
行
う
こ
と

が
感
染
防
止
に
重
要
で
す
。

○
消
毒
液
の
作
り
方

　　

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
消
毒

液
は
、
塩
素
系
漂
白
剤
を
使
っ
て
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
※
１
）
…
２
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
、
塩
素
系
漂
白
剤
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
２
杯
）
と
水
（
２
㍑
）

を
入
れ
ま
す

（
※
２
）
…
５
０
０
㍉
㍑
の
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
、
塩
素
系
漂
白
剤
（
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
２
杯
）
と
水

（
５
０
０
㍉
㍑
）
を
入
れ
ま
す

Ａ

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
要
注
意

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
や
食
中
毒
は
、
冬
季
に
流
行
し
ま
す
。

抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
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工藤智榮さん
岩手県知事表彰を受賞

奥地キミ子さん
厚生労働大臣表彰を受賞

　

全
国
食
生
活
改
善
大
会
が
10
月
23

日
、
愛
知
県
で
開
か
れ
、
村
食
生
活

改
善
推
進
員
団
体
連
絡
協
議
会
（
以

下
、食
改
）
の
奥
地
キ
ミ
子
会
長
が
、

栄
養
関
係
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

奥
地
会
長
は
、
昭
和
59
年
か
ら
食

改
の
会
員
と
し
て
、
食
育
活
動
な
ど

地
域
の
食
生
活
改
善
に
尽
力
。
平
成

18
年
か
ら
は
会
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
奥
地
さ
ん
は
「
み
ん
な
で
助
け

合
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
10
月

19
日
、
釜
石
市
で
開
か
れ
、
工
藤
智ち

榮え

さ
ん
（
85
）
＝
島
越
＝
が
、
社
会

福
祉
事
業
功
労
者
岩
手
県
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
平
成
14
年
か
ら
田
野

畑
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
理
事
を

務
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
や
組
織

運
営
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

工
藤
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
区

や
村
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
、
で
き

る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

田
野
畑
地
区
の
佐
藤
キ
ク
さ
ん
が

10
月
31
日
、
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し

た
。
同
日
は
石
原
弘
村
長
が
自
宅
を

訪
れ
、
花
束
や
記
念
品
を
贈
り
長
寿

を
お
祝
い
。
家
族
が
温
か
い
拍
手
で

祝
福
し
ま
し
た
。

　

キ
ク
さ
ん
は
「
み
ん
な
に
喜
ん
で

も
ら
え
て
う
れ
し
い
し
、
と
て
も
幸

せ
で
す
。
親
が
丈
夫
に
産
ん
で
く
れ

た
お
か
げ
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　

大
正
７
年
に
田
野
畑
村
で
生
ま
れ

た
キ
ク
さ
ん
は
、
昭
和
13
年
に
等
ひ
と
し
さ

ん
と
結
婚
。
鎌
や
お
の
を
使
っ
て
の

丸
太
切
り
や
炭
焼
き
な
ど
の
林
業
、

豚
の
飼
育
、
畑
仕
事
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
し
な
が
ら
４
男
２
女
を

育
て
ま
し
た
。

　

等
さ
ん
か
ら
「
よ
ぐ
稼
ぐ
な
ぁ
」

と
言
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
の
日
課
は
、
家
の
掃
除
。
夜

明
け
前
に
は
起
床
し
て
、
廊
下
の
雑

巾
掛
け
を
し
ま
す
。
食
事
は
３
食
、

残
さ
ず
食
べ
ま
す
。

　
「
よ
く
稼
い
で
、よ
く
食
べ
て
―
。」

　

キ
ク
さ
ん
は
長
生
き
の
秘
け
つ
を

こ
う
語
り
ま
す
。

　

長
男
の
佐
藤
貞て
い

一い
ち

さ
ん
（
79
）
＝

田
野
畑
＝
は
「
ま
だ
ま
だ
親
孝
行
を

し
た
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で

長
生
き
し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
願
っ

て
い
ま
し
た
。

佐藤キクさん
百寿の祝い

家族らから祝福を受け、笑顔を見せる佐藤キクさん
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冬
を
迎
え
、
降
雪
に
よ
る
道
路
の
除

雪
作
業
が
本
格
化
し
ま
す
。
ま
た
、
冬

期
間
利
用
の
少
な
い
路
線
な
ど
の
除
雪

を
見
送
り
、
12
月
20
日
か
ら
３
月
下
旬

ま
で
通
行
止
め
と
し
ま
す（
下
表
）。

　

次
の
①
か
ら
⑤
に
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
除
雪
作
業
に
理
解
を

　
除
雪
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢

化
や
労
働
者
不
足
に
よ
り
、
除
雪
作
業

に
時
間
が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②  

間
口
除
雪
に
協
力
を

　

道
路
の
除
雪
で
家
の
出
入
り
口
に
寄

せ
ら
れ
た
雪
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
や

隣
近
所
で
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
道
路
へ
の
雪
だ
し
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

道
路
へ
の
雪
出
し
は
路
面
が
凸
凹
に

な
り
非
常
に
危
険
で
す
。
路
面
凍
結
や

交
通
事
故
、
渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

④ 

深
夜
や
早
朝
の
作
業
に
理
解
を

　

除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な
い
夜

間
や
早
朝
に
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

作
業
中
の
騒
音
や
振
動
に
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

⑤
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
妨
げ
と

な
り
ま
す
。
車
の
乗
り
入
れ
板
や
看
板

な
ど
も
障
害
物
と
な
り
危
険
で
す
。

◆   

村
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
…
地

域
整
備
課（
☎
34

－

２
１
１
３　

内

線
５
１
３
）

◆
県
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
…
岩

　

泉
土
木
セ
ン
タ
ー（
☎
22

－

３
１
１
６
）

◆ 

国
道
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
…
三

陸
国
道
事
務
所
久
慈
維
持
出
張
所

（
☎
０
１
９
４

－

53

－

２
７
９
０
）

■除雪しない（通行止め）路線と区間

路 線 名 区間など 路 線 名 区間など

沼 袋 三 沢 線  佐々木安吉さん宅～三沢峠（岩泉町境） 和 野 線 三上哲雄さん宅～三上盛喜さん宅

長 嶺 線 長嶺牧野～小松山正司さん宅 和野平井賀線 和野集落終点部～工藤登志さん宅

高 森 線 村道尾肝要北山線～テレビ塔（全線） ハ イ ペ 線 村道和野平井賀線交差点～県道交差点（全線）

田 代 線 田代の沢砂防ダム～田代年々峠（岩泉町境） 釜 谷 ノ 沢 線 旧県道（全線）

大 平 線 甲地側起点より50m先～佐々木仁さん宅 島越浜岩泉線 村道鉄山線交差点～村道浜岩泉北線交差点

館 石 線 NTT交換所入り口奥～岩泉町境 松 前 沢 線 村道鉄山線交差点～農免農道浜岩泉線交差点

長 内 沢 線 下閉伊生コン～上流 大 芦 北 線 国道45号交差点～農免農道浜岩泉線（全線）

萩 牛 線 村道沼袋田代線交差点～村道田代萩牛
線交差点（全線） 白 坂 線 切牛簡易水道浄水場～猿山（県道）、

民家の無い舗装区間

明 戸 北 山 線
明戸～村道机西線交差点 切 牛 線 漁協倉庫～菅原神社

北山集落終点部～普代村境 切牛真木沢線 切牛～真木沢（砂利道区間）

久 春 内 線 村道明戸北山線交差点～県道交差点（全線） 真 木 沢 港 線 切牛真木沢線～真木沢漁港（全線）

北 山 港 線 県道～北山漁港（全線） 農免農道浜岩泉線 浜岩泉専用水道配水池～和山吉治さん宅

田野畑明戸線 ビニールハウス棟群末端部～坂下達男さん宅 農道北山幹線 全線

除
雪
作
業
に
理
解
と
協
力
を

　

不
燃
ご
み
収
集
日
の
11
月
13
日
に
、

ス
プ
レ
ー
缶
が
原
因
と
思
わ
れ
る
、ご
み

収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

ラ
イ
タ
ー
な
ど
に
は
、
可
燃
性
ガ
ス
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ス
が
残
っ
た
ま

ま
捨
て
る
と
、
収
集
車
の
中
で
ガ
ス
が

漏
れ
、
摩
擦
な
ど
に
よ
り
火
災
や
爆
発

が
起
こ
り
、
人
命
に
か
か
わ
る
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
は
、
完
全
に
使
い

切
っ
て
か
ら
穴
を
開
け
て
ご
み
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
を
出
す
際
に
は
、
村
ご

み
分
別
ポ
ス
タ
ー
を
確
認
し
、
正
し
く

分
別
す
る
よ
う
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境
課
（
☎

34

－
２
１
１
４　

内
線
22
）

ご
み
の
分
別
に
協
力
を

　

村
は
、
出
稼
ぎ
者
を
対
象
と
し
た
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。
年
末
年
始
に
帰

省
す
る
人
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
程
…
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮

◆ 

受
付
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜
11
時

30
分

◆
場
所
…
村
診
療
所

◆
対
象
…
出
稼
ぎ
手
帳
所
持
者

◆ 

費
用
…
自
己
負
担
。
た
だ
し
、
８
９

　

２
０
円
ま
で
は
村
が
助
成

◆ 

申
込
期
限
…
12
月
21
日
㈮

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

　

※
当
日
の
申
し
込
み
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
生
活

環
境
課
（
☎
34

－

２
１
１
４　

内
線

25
）

出
稼
ぎ
者
の
健
康
診
断
を
実
施

家
屋
解
体
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

冬期間通行止めの路線は、
この看板が目印です

　

平
成
30
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
31
年

１
月
１
日
に
家
屋
を
解
体
し
た
人
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
か
ら
抹
消
す
る
た

め
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を

し
な
い
と
、
引
き
続
き
固
定
資
産
税
が

賦
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
期
限
…
平
成
31
年
1
月
31
日
㈭

◆ 

そ
の
他
…
…
届
出
用
紙
は
、
各
地
区

の
行
政
区
長
さ
ん
宅
に
あ
り
ま
す

◆ 

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先
…
総
務
課

（
☎
34

－

２
１
１
２　

内
線
32
）

　

戸
籍
や
住
民
票
、
所
得
証
明
書
な
ど
、

税
務
関
係
な
ど
の
証
明
書
に
使
用
す
る

用
紙
を
変
更
し
ま
し
た
。 

　

新
し
い
用
紙
に
は
、
村
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
タ
ノ
く
ん
」
や
北
山

崎
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
旧
用
紙
の
証
明
書
も
そ
の

ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

◆ 

問
い
合
わ
せ
先
…
生
活
環
境
課
（
☎

34

－

２
１
１
４　

内
線
25
）

住
民
票
な
ど
証
明
書
の
用
紙
が

変
わ
り
ま
し
た

焼け跡から見つかったスプレー缶

見本



お知らせお知らせお知らせ
火　災

（10月21日～11月20日）

火 災 の【今月】　０件
発生件数【今年】　２件
無火災の連続記録

（11月20日現在）　164日

人口と世帯
11月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,432人（- 9） 
　男　  1,703人（- 7） 
　女　  1,729人（- 2） 
世帯  1,432世帯（+ 1）

　栃木県の益子焼で使用する、
陶芸用まきを買い取ります。
　仕立ての方法や集荷の方法な
ど詳しくは問い合わせてくださ
い。
◆ その他…本年度中に伐採した
木材に限ります。雨ざらしに
なったものや、カビなどが出
ているものは利用できません

◆ 問い合わせ先…思惟の森の会
稲門会アカマツまき事務局
　（☎090-6032-0131）

アカマツのまきを買い取り●知

◆ 開催日…12月６日㈭、13日㈭、
20日㈭、27日㈭

◆時間…午前10時～午後３時
◆場所…宮古市役所本庁舎１階
◆ 問い合わせ先…宮古市市民相
談室（☎0193-62-2111）

無料法律相談のお知らせ●知

◆日時…12月15日㈯
　　　　午後１時～４時30分
◆ 場所…岩手産業文化センター
アピオ（滝沢市）

◆ 対象…一般求職者、平成31年
３月卒業・修了予定の大学院、
大学、短大、専門学生など

◆ 内容…岩手に事業所がある企
業約60社との面談、就職相談、
イベント情報の提供など

◆その他…予約、履歴書不要
◆ 問い合わせ先…ふるさといわ
て定住財団（☎019-653-8976）

いわて就職面接会を開催●知
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開催日 時　間 対象地区 場　所

12月10日㈪
午前10時～正午 田野畑北部 明戸地区公民館
午後１時～３時 田野畑中央・南部 アズビィ楽習センター
午後３時30分～５時30分 田野畑西部 尾肝要地区公民館

　宮古地方農業振興協議会では、農業収入を目的とした野菜・花き・
ワサビなどの園芸品目栽培に興味を持っている人を対象に、野菜な
どの栽培品目の紹介や意見交換を目的とした座談会を開催します。
◆ 問い合わせ先…宮古地方農業振興協議会事務局（☎0193-69-3220）

野菜づくりで収入確保を考えている人は座談会へ参加ください●募募

◆日時…12月７日㈮～９日㈰
　いずれも午前９時～午後４時
◆ 場所…宮古地区広域行政組合
（宮古市崎山 6-122-1）

◆ 対象…宮古市、山田町、岩泉
町、田野畑村に住んでいる人
※再販売を目的とする場合参加不可

◆ 費用…無料。引き取り費用は
自己負担

◆ 問い合わせ先…宮古広域行政
組合施設課（☎0193-64-7111）

再生品の展示会を開催●知

　ゆるキャラグランプリ2018に
エントリーした、村マスコット
キャラクター「タノくん」は、
1063票を獲得し、265位でした。
　皆さんの応援ありがとうござ
いました。
◆ 問い合わせ先…政策推進課
　（☎ 34-2111　内線63）

ゆるキャラグランプリ結果発表●知

◆日時…12月13日㈭～16日㈰
　午前10時～午後５時（16日は
　午後４時まで）
◆ 場所…宮古市民文化会館
◆ 内容…美術工芸、書道、写真、
華道、放送、文芸など

◆ 問い合わせ先…岩手県高等学
校文化連盟宮古支部（☎0193-

62-1430）

宮古下閉伊地区高校芸術展●知

　宮古病院では、がんに関する
公開講座を開催します。
◆日時…12月８日㈯
　午前10時30分～11時30分
◆ 場所…イーストピア宮古（市
民交流センター）

◆ 内容…「最近増えている膵
すい

臓
ぞう

がんの話」、「仕事と治療の両
立支援について」

◆費用…無料
◆申し込み…不要
◆ 問い合わせ先…宮古病院地域
医療福祉連携室（☎0193-62-

4011）

がんに関する公開講座を開催●知

　宮古保健所では、世界エイズ
デーのキャンペーンとして、受
付時間を拡大してエイズ検査な
どを実施します。
◆日時…12月11日㈫
　　　　午後３時～７時
◆ 場所…宮古保健所
◆ 検査項目…① HIV抗体検査②
肝炎ウイルス検査③性器クラ
ミジア感染症病原体検査④梅
毒検査⑤ HTLV-1抗体検査
　※⑤のみ実名で予約

◆ 結果の通知…①は採血後30分
で通知。その他の検査は10日
後以降に面接で通知

◆その他…前日までに要予約
◆ 予約・ 問い合わせ先…宮古保
　健所（☎0193-64-2218）

12月１日は世界エイズデー●知

　盛岡財務事務所では、自らの
収入で返済しきれないほどの借
金を抱え、悩んでいる人の相談
に応じています。電話での相談
も可能です。
◆ 日時…月～金曜日（祝日を除
く ）　午前８時30分～午後４

時30分
◆ 場所…盛岡合同庁舎（盛岡市
内丸 7-25）

◆相談電話…☎019-622-1637

◆ その他…相談無料。秘密厳守
◆  問い合わせ先…盛岡財務事務
所（☎019-625-3353）

多重債務相談窓口を設置●知

◆日時…12月24日㈪
　　　　午前10時～正午
◆ 場所…イーストピア宮古（市
民交流センター）

◆ テーマ…自閉スペクトラム～
10人に１人が抱える生きづら
さの正体とその支援～

◆定員…150人
◆費用…無料
◆申込期限…12月20日㈭
◆ 申し込み・問い合わせ先…宮
古圏域障がい者福祉推進ネッ
ト（☎0193-64-7878）

宮古圏域発達支援セミナー●知

　岩手労働局などでは、「あな
たの安全家族の願い　年末年始
も無災害」をスローガンに12月
１日から平成31年１月31日まで、
「いわて年末年始無災害運動」
を展開します。
　年末年始は慌ただしさに加え、
凍結、積雪などの自然要因も加
わり、労働災害のリスクが高ま
る時季となります。
　凍結路面での転倒、車両のス
リップ事故など、冬特有の労働
災害の防止に努めましょう。
◆  問い合わせ先…岩手労働局健
康安全課（☎019-604-3007）

いわて年末年始無災害運動●知

　生活や仕事などの困りごとを
共に考え、支援します。
◆日時…12月21日㈮
　　　　午前10時30分～正午
◆場所…アズビィ楽習センター
◆費用…無料
◆ 問い合わせ先…宮古圏域くら
しサポートセンター（☎0193-

65-8815）

生活や仕事の困りごと相談会●知

　毎年、除雪機による事故が多
発しています。除雪機を使う際
には、次の①～④に気を付け、
正しく、安全に作業を行ってく
ださい。
① 安全装置が正しく作動しない
状態で絶対に使用しない
② 周囲に人がいないことを確認
し、絶対に近づけさせない。
人が近づいた場合は除雪機を
直ちに停止する
③ 投雪口に詰まった雪を取り除
く時は必ずエンジンを停止し、
回転が停止したことを確認し
てから雪かき棒を使用して取
り除く
④ 特に後進時は足元や周囲の障
害物に注意を払い、無理のな
い速度で使用する

◆  問い合わせ先…日本農業機械
工業会（☎03-3433-0415）

除雪機の事故を防ぎましょう●知

　ＮＴＴタウンページでは、日
ごろの備えや災害時の行動のポ
イントを盛り込んだ「防災タウ
ンページ岩手県版」を発行しま
す。防災タウンページは、12

月上旬から末にかけて、全住戸、
全事業所に届けられます。
◆  問い合わせ先…タウンページ
センタ（☎0120-506309）

防災タウンページを配布●知

　骨髄バンクは、治療が難しい
血液疾患の患者さんの命をつな
ぐボランティアです。
◆日時…12月11日㈫
　　　　午後１時～２時　　
◆場所…宮古保健所
◆その他…前日までに要予約
◆ 予約・問い合わせ先…宮古保
　健所（☎0193-64-2218）

骨髄バンク登録に協力を●知



　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課に 12月17日まで
にお送りください。
正解者の中から抽選
で３名様に、たのは
た食堂提供の豆腐田
楽ポストカードが当
たります。

Ｑ 　10月31日に100歳 を 迎 え た
佐藤キクさんは、大正何年生
まれ？

　Ａ）  ７年
　Ｂ）  10年
　Ｃ）  13年

■前号（11月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ

■先月当選者（敬称略）
　中村 チト（甲地）
　早野 純子（浜岩泉）

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（11月20日現在）

寄付金総額 5743万9008円
908件（村内132件、県内208件、県外568件）

取り崩し額 　　1627万4050円　　
基金残額

( 運用益を含む） 4123万6539円
「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページを

ご覧いただくか、政策推進課（☎ 34-2111　内線 62）までご連絡ください。

No.24

辰巳ちあきさん

おめでた　　 おくやみ

〔平成30年10月届け出分〕
（一部敬称略）

■安らかに　～お悔やみ～
　畠　山　賢　𠮷（79）　田野畑
　畠　山　壽　光（79）　甲　地
　畠　山　喜　成（81）　田野畑
　工　藤　正　勝（70）　大　芦
　熊　谷　健　一（70）　羅　賀
　佐々木　善　 （84）　切　牛
　工　 　幸　子（85）　島　越
　畠　山　正　男（96）　西和野

※ この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・田野畑方面）

月　日 場　　所 時　間

12月18日㈫
平井賀郵便局 ９:35  ～  ９:50
グループホームつくえ付近 10:10  ～ 10:25
田野畑郵便局 10:45  ～ 11:00

◆おきなぐさコース（沼袋方面）
月　日 場　　所 時　間

12月19日㈬
産直プラザ尾肝要 ９:50 ～ 10:05
リアス倶楽部付近 10:10 ～ 10:25
沼袋郵便局 10:30 ～ 10:45

◆問い合わせ先�教育委員会（☎34-2226）

　

田
野
畑
村
で
の
３
回
目
の
冬
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
前
回
の
コ
ラ
ム
で
も
書

い
た
と
お
り
、
今
年
の
夏
は
机
浜
の
防

潮
堤
工
事
が
終
了
し
、
毎
日
海
へ
潜
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、震
災
後
初
め
て
の
「
海
水
浴
」

が
、
机
浜
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

村
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
県
内
外

か
ら
大
勢
の
方
が
机
浜
へ
来
て
く
れ
て
、

体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン

グ
体
験
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

　

忙
し
い
夏
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

方
と
田
野
畑
の
海
を
共
有
で
き
て
、
私

自
身
も
楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
、
一
番
印
象
に
残
っ
た
出

来
事
は
、
村
内
向
け
に
実
施
し
た
「
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
体
験
教
室
」
に
、

70
歳
の
方
が
参
加
し
て
く
れ
た
事
で
す
。

60
歳
前
後
の
方
か
ら
は
結
構
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
70
歳
代
の
参
加

者
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

参
加
し
て
く
れ
た
の
は
机
地
区
に
お

住
い
で
普
段
か
ら
親
し
く
し
て
も
ら
っ

て
い
る
下
机
葉よ
う

子こ

さ
ん
。

　
「
泳
ぎ
に
は
自
信
が
あ
る
か
ら
元
気

な
う
ち
に
、
一
度
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
を

や
っ
て
み
た
い
」
と
参
加
し
て
も
ら
え

る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
健
康
面
も
安
全
面
も
万

全
を
尽
く
し
て
の
体
験
で
「
や
っ
て
良

か
っ
た
、
来
年
は
も
う
少
し
う
ま
く
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
「
ダ
イ
ビ
ン

グ
を
や
っ
た
の
よ
」
と
、
お
友
だ
ち
に

話
し
た
と
こ
ろ
、
全
然
信
じ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
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役立ちカレンダー　　　　   期間：12月１日㈯～12月31日㈪

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

12月
２日 ㈰

歳末たすけあい演芸会 アズビィホール 10:00 ～ 14:00 社会福祉協議会
（☎33-3025）

乳がん・子宮がん検診 アズビィ楽習センター ９:30 ～ 10:30 健康福祉課（内線56）

11日 ㈫ 健康相談・健康講話 保健センター 10:00 ～ 11:00 健康福祉課（内線56）

13日 ㈭

リラックスかふぇ 保健センター 10:00 ～ 11:40 健康福祉課（内線56）

趣味・教養講座
「ほしぞら観察会」 アズビィ楽習センター 19:00 ～ 20:00 教育委員会（内線25）

15日 ㈯ わんぱくランド
「チャレンジ・ザ・ドミノ」 アズビィ楽習センター ９:00 ～ 12:00 教育委員会（内線25）

19日 ㈬ 幼児健診 保健センター 12:00 ～ 15:30 健康福祉課（内線51）

25日 ㈫

固定資産税３期　納期限 総務課（内線32）

国民健康保険税７期　納期限 総務課（内線34）

介護保険料７期　後期高齢者医療保険料６期　納期限 生活環境課（内線21）

役場(代表)☎34-2111 ／総務課税務・会計班☎34-2112 ／地域整備課☎34-2113 ／生活環境課☎34-2114
教育委員会☎34-2226 ／ 医科診療所☎33-3101 ／ 歯科診療所☎33-3100 ／ 健康福祉課☎33-3102

宝 く じ
　 助 成

■整備した備品（助成額250万円）
備品名 数量 金額（円）

除雪機 1式 1,137,456

ノートパソコン 1台 260,000

レーザープリンター 1台 74,000

アルミイス 30脚 222,000

会議用テーブル 10台 242,000

マイクカラオケ 1台 43,200

液晶テレビ 1台 86,300

オーディオラック 1台 36,000

ポータブルPAシステム 1式 432,000

合　計　額 2,532,956

　

西
和
野
自
治
会
（
畠
山
種た
ね

美み

会
長
）
で
は
、
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金
を
利
用

し
て
、
備
品
な
ど
を
整
備
し
ま

し
た
。
整
備
し
た
備
品
は
、
地

域
の
幅
広
い
活
動
に
利
用
さ
れ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
推
進

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

西和野自治会で整備した除雪機

　

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞 

i
n
 
I
W
A
T
E
 

２
０
１
８

の
審
査
会
が
11
月
25

日
、盛
岡
市
で
行
わ
れ
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

田
野
畑
村
の
Ｃ
Ｍ
の
タ

イ
ト
ル
は
「
影
の
大
物

船
長
」。
サ
ッ
パ
船
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
魅

力
を
伝
え
ま
し
た
。
Ｃ

Ｍ
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
髙
木
智
彦
さ
ん

に
企
画
か
ら
撮
影
、
編

集
ま
で
協
力
し
て
も
ら

い
制
作
。
審
査
会
の
模

様
は
、
12
月
22
日
の
午

後
３
時
か
ら
、
岩
手
朝

日
テ
レ
ビ
で
放
送
予
定

で
す
。

（
佐
々
木　

歩)
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熊谷 新
し ん

斗
と

くん（２歳４カ月）
新吾さん・拓美さん＝浜岩泉＝

お母さんからのひとこと

　新幹線や重機などの乗り物が大好き
です。
　性格はとにかく元気。きょうだいと
一緒に走り回っています。明るくて優
しい男の子になってね。

金野 莉
り

奈
な

ちゃん（２歳４カ月）
達徳さん・香奈さん＝浜岩泉＝

お母さんからのひとこと

　「おなかすいたー」と毎日大きなお
なかをさすっています。納豆が大好
物！　納豆の日に生まれたからかな？
　自分の決めたことを最後まで粘り強
くやり抜く人になれるといいね。

　

11
月
17
日
、
友
好
都
市
青
森
県
藤
崎
町

の
「
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ
り
」
に
出
席
し
ま

し
た
。
会
場
に
は
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の
秋
の

味
覚
が
満
載
で
、
田
野
畑
村
か
ら
は
、
産

業
開
発
公
社
の
職
員
ら
が
参
加
し
、
牛
乳

や
乳
製
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

　

健
康
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
プ
ロ

ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三
浦
雄ゆ

う

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
が
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

　

80
歳
で
エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
に
成
功

と
い
う
大
偉
業
を
達
成
し
た
三
浦
さ
ん

は
「
エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
に
挑
戦
す
る
に

は
長
い
準
備
が
必
要
で
、
同
じ
夢
を
抱
き
、

同
じ
方
向
性
を
持
っ
て
努
力
す
る
か
け
が

え
の
な
い
同
志
、
支
え
て
く
れ
る
多
く
の

仲
間
が
い
る
か
ら
達
成
で
き
る
も
の
だ
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
成
功
後
、

下
山
す
る
時
に
体
が
動
か
な
く
な
っ
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
話
し
、
登
山
は
、
登
る
事
だ

け
で
な
く
、
下
る
事
も
重
要
で
あ
る
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

人
生
も
ま
た
、
登
り
と
下
り
の
繰
り
返

し
で
、
下
っ
て
い
る
時
に
も
必
ず
意
味
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。


